
新規受託項目のお知らせ

記

●　アルドステロン（CLEIA）/レニン活性比 項目コード：2858

●　アルドステロン（CLEIA）/活性型レニン定量（レニン定量）比 項目コード：2859

新 規 受 託 項 目

2022年 8月 1日（月）受付分より新規受託開始

受託開始日

※裏面の受託要項 備考欄を十分にご確認の上、ご依頼ください。
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▼原発性アルドステロン症の判定基準

【2858】
アルドステロ（CLEIA）/レニン活性比

【2859】
アルドステロ（CLEIA）/活性型レニン定量（レニン定量）比

PAC《CLEIA法》/PRA比（ARR）≧200
かつ PAC《CLEIA法》≧60pg/mL
ただし、
PAC《CLEIA法》/PRA比が100～200（ARR境界域）
かつ PAC《CLEIA法》≧60pg/mLの時は暫定的に陽性

PAC《CLEIA法》/ARC比（ARR）≧40
かつ PAC《CLEIA法》≧60pg/mL
ただし、
PAC《CLEIA法》/ARC比が20～40（ARR境界域）
かつ PAC《CLEIA法》≧60pg/mLの時は暫定的に陽性

▼参考文献
・日本内分泌学会：日本内分泌学会雑誌 97（Suppl）：16～21，2021

【受託要項】

項 目
コード

検査項目
JLAC10

検　体
必要量
（ml）

容　　器
保存方法 検査方法 基準値 報告範囲 所要

日数
実施料
判断料 備考欄

2858
アルドステロン（CLEIA）
/レニン活性比
4D120－0000－022－919

血漿0.6
又は
血漿0.3
血清0.3

（同時提出）

E-2→G（凍結）
又は

E-2→G（凍結）
A1-1（冷蔵）

アルドステロン
：CLEIA法

レニン活性
：EIA法

100未満 0～999,000 3～5日 ※1

2859

アルドステロン（CLEIA）
/活性型レニン定量
（レニン定量）比
4D122－0000－022－919

血漿0.6
又は
血漿0.3
血清0.3

（同時提出）

E-2→G（凍結）
又は

E-2→G（凍結）
A1-1（冷蔵）

CLEIA法 20未満 0～999,000 3～5日 ※2

※1 アルドステロン（CLEIA）/レニン活性比のみのご依頼は出来ません。
  【3061】アルドステロン、【3063（臥位）又は2415（座位）又は2996（立位）】レニン活性も同時にご依頼ください。
※2 アルドステロン（CLEIA）/活性型レニン定量（レニン定量）比のみのご依頼は出来ません。
  【3061】アルドステロン、【3470】活性型レニン定量（レニン定量）も同時にご依頼ください。

▼臨床的意義的
　本検査は、原発性アルドステロン症のスクリーニング検査です。
　 原発性アルドステロン症は、過剰なアルドステロンにより高血圧、レニン分泌の抑制、低K血症、低Mg血症、代謝性
アルカローシスなどを呈する疾患で、従来は稀な疾患とされていましたが、高血圧患者の約5%を占めるとの報告があ
ります。
　 本検査項目は、原発性アルドステロン症診療ガイドライン2021においてスクリーニング検査として記載されており
ます。


